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　平成29年度通常総会（第66回）が5月26日（金）県

民文化センター小ホールにおいて開催された。松山

副会長による開会のことばの後、平成28年度に亡くな

られた県央支部木村世紀氏他8名に対し黙祷がおこ

なわれ、続いて柴会長が挨拶。国内の景気は依然と

して厳しい状況で、アベノミクスの恩恵は地方には届

きません。今後も厳しい環境ではありますが、皆さん

と共に努力し乗り切っていかなければなりません。今

年度の主な事業は、木造技術者の育成事業の継続、

社会問題化している空き家対策については、協議会

への参加など行政への協力、中古住宅の取引に係る

既存住宅状況調査技術者育成講習会開催など、各種

講習会の開催、会員皆さんへ情報の提供など今後と

も組織の強化と会員増強に努めていきたい、と今後

の抱負を述べた。功労者表彰では、長年にわたり士

会発展のためにご尽力頂いた高萩支部木村拓氏ら14

名に表彰状が贈られた。来賓祝辞では橋本昌県知

事、白田信夫県議会議員、県土木部都市局新局長よ

りそれぞれご祝辞を頂いた。祝電披露の後、議事に

入り平成28年度事業報告と収支決算、平成29年度事

業計画（案）と収支予算（案）、など4議案を審議、原

案通り全会一致で可決、最後に市毛副会長の閉会の

ことばにより閉会となった。当日正会員の出席は244

名、委任状提出341名、合計585名であり、定足数に

達していることを報告いたします。また、総会終了後

はグリルにおいて懇親会が開催され、約200名の参

加のほか、総会に出席できなかった、田所嘉徳衆議

院議員、高橋靖水戸市長、伊沢勝徳県議も駆けつけ

て頂き、大いに盛りあがった懇親会となった。

茨城県知事

衆議院議員　建築士会顧問

茨城県議会議員　建築士会顧問

茨城県議会議員　建築士会顧問

茨城県土木部　都市局長

茨城県土木部技監兼都市局建築指導課長

茨城県土木部営繕課長

茨城県土木部都市局住宅課長

（一社）茨城県建築士事務所協会　会長

（一社）茨城県設備設計事務所協会　会長

（一財）茨城県建築センター　理事長

（一社）茨城県建築士会　相談役

（一社）茨城県建築士会　相談役

茨城新聞社　水戸支社長

日本工業経済新聞社　水戸支局長

日本建設新聞社　水戸総局長

・来賓の方々
橋本　　昌　様
田所　嘉徳　様
白田　信夫　様
伊沢　勝徳　様
新　　一真　様
小沼　紀男　様
鈴木　安行　様
海老沢和雄　様
横須賀満夫　様
菊地　　繁　様
江原　秀明　様
滑川　浩一　様
田中　　實　様
二方　善郎　様
沼田　好世　様
井上　哲郎　様

平成29年度
通常総会開催される 平成29年5月26日（金）午後2時30分

茨城県立県民文化センター 小ホール
報告：総務・企画委員会

けんちく茨城 94号 ｜ 01



飛田 直身　県央支部
　私は今回で2年目の「いばらき木造塾」に参加させ

て頂きました。

　松本先生の木造に対する熱い講座がとても印象的

で、また解りやすい解説と指導により木造の知識と

技術を多く学びたいと思ったからです。

　講座の中では木造建築を考える前に木材の知識を

知り木材の特徴をとらえ、生かしていくことの大切さ

にも触れました。どんな木種が、木造のどの部材にど

の様に組んでいくか、建築士として基本的必要な概

念と実感しました。

　また、山田先生の省エネルギーに特化した講座は

世界と日本との省エネルギー政策からはじまり、地域

そして身近な周辺の環境対策を木造住宅にどう取り

入れていくか、気候風土との関係性の大切さを改め

て考えさせられました。そして、これから地域性を生

かした木造建築を創っていきたいと思いました。最後

に塾長はじめ事務局様にはこのような意識の高い実

践的な講座を開催して頂きまして感謝申し上げます。

木
造
塾

平成29年度

根本 康二　鹿島支部
　日常業務において木造、鉄骨、RC 造と幅広く携

わっているが、各工法について深い知識を持っている

わけではありません。それぞれの特徴を見直す機会

と考え身近である木造から始めて見ようという思いで

木造塾を受講しました。

　木材の種類から始まり構造計算や接合部の特徴、

省エネ法に対する解説もあり実務においても大変役

立情報が多くあり充実した内容でした。

　中でも伝統工法に対する考え方から数多くのこと

を学びました。建築を学び始めた頃にはほとんどが

プレカット工法に変わっており大工さんが刻んで上棟

する光景は見られなくなっていました。建築で重要な

部分である構造計画は、耐力壁(筋交い)によって耐力

を持たせ、仕口を固めるのが基本です。建築基準法

等によって基準があると簡単に建物の安定が判断で

き安全な建物を広めるうえで効果的な反面、伝統工

法や理論上有効な工法でも規定がなければ許可が

出ないケースが多々あります。最近では3階建てや大

規模建築にも木が使用できるようになり、緩和や指

針も出ているようですが、建築基準法はあくまで建

築物の最低基準を示したものなので、建築士である

以上安全で質の良い建築物を作るために伝 統工法

からも多くを学び新しい技術に取り組み建築の発展

に貢献したいものです。

平成28年度の「いばらき木造塾」は、
29名の受講生が講義実習に全力で臨みました。
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叶野 文子　ひたちなか支部
　第3回目となる「いばらき木造塾」の講座を今回初

めて受講しました。

　今回は3回目という事でより実務に近い形で木造に

ついて学ぶ内容となったようです。

　広がり間取りの作り方と架構グリッドの組み方。木

材について。伏図の描き方。仕口について。温熱環境

設計について。実際に演習問題として計算をしたり、

木拾いをしたりしました。

　またフィールドワークとして実際に松本先生が設計

した建物を観に行くことも出来ました。

　最後にまとめとして1/30の構造模型を作りました。

図面を読み取り、立体に組み上げていくことでより理

解が深まったと思います。

　まだまだ奥深い木造の世界。これからも勉強を続

けたいと思います。

　ありがとうございました。

轡田 久恵　県央支部
　木造塾の行われている第一土曜日は、通常業務の

日になるのですが、「大いに勉強してくるように」と事

務所から受講させていただき、私にとり、とても楽し

く贅沢な勉強の場となりました。

　いつものメンバーと「ここが分からない。あそこが分

からない。」などと言いながら講師の松本先生や、委員

の皆さんに指導していただき、まだまだ勉強中ですが、

金物だけに頼らない、継手は追掛け大栓、仕口は渡り

腮が基本の日本家屋の設計を学びました。東日本大震

災も経験し、木造については一から学ぶ必要があると

思っていたので、木造の基本となる構造から考えていく

設計手法を学べたことはとてもよかったと思います。

　また、2020年の住宅の省エネ適合義務化を踏まえ

た山田先生の温熱環境のお話と演習もとても勉強に

なりました。

　座学だけではなく時には外に出て、山のこと、材料

のことを学ぶ機会もありました。人間でいうところの

円熟期を迎えた日本の山と、私達の仕事を通じてど

のように関わり、守っていくのかということを松本先生

は毎回のように熱心に説いておられます。普段は目の

前のことで精一杯になってしまいがちですが、広く、

深く考えてみることも大事なことだと感じています。

　29年度も引き続き受講する予定でいます。６月から

また皆さんと机を並べて勉強できるのを楽しみにし

ています。　

けんちく茨城 94号 ｜ 03
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　建設地であるみらい平地区は、「つくばエクスプレ

ス」の開通以降急速な人口増加を遂げています。この

ような背景の中、新旧地域住民サービスの拠点として

「みらい平コミュニティセンター」は建設されました。

住民交流を創出する施設
　新旧住民の交流・出会いの場となり、子供から大人

まで誰もが楽しく活動できる場を創出し、又、リピー

ター率の高い魅力ある施設創りが求められました。

先ず、多種多様な活動ができる施設創りの軸として

主要部門を「コミュニティセンター部門（皆が集い交

流・学習ができる場」・「子育て支援部門（ママ達の

交流・相談、未就園児・保育児の育成、遊びの場）」・

「児童館部門（こども達の交流・

学習・遊び場」としました。

　新旧地域住民が施設利用を重

ねる中でコミュニティを醸成するこ

とが出来る魅力ある施設創りを目

標に計画を進めました。

地域のアイデンティティを育む施設
　建設地は区画整理地内の住宅地です。外観は新し

い街づくりが進むみらい平地区に違和感が無いテイ

ストとし、又、隣接する「どんぐり公園」との一体的

必然性が感じられる「まちのシンボル」・「ランドマー

ク」的施設としました。そして、各部門には多岐にわた

建築作品紹介
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る可能性を秘めた活動・学習室等を設け、新旧の特

性を融合できる場、又、そこで生まれるコミュニティを

育める施設とし、地域発展の一役を担った施設としま

した。

人・環境にやさしく・災害に強い施設
　バリアフリー、ユニバーサル建築を基本に、誰もが

利用し易い施設創り、太陽光発電の設置や省エネ設

備・環境配慮材の積極的な導入を進めたエコ施設創

り、耐震性能を向上させた重要度係数の設定、又、

防災備蓄倉庫を併設し災害に強く避難所的機能を備

えた施設創りとしました。

けんちく茨城 94号 ｜ 05
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五代儀 研司
44歳
支部名：常総支部

薄井 良佳
25歳
支部名：JR水戸支部

池田 広樹
28歳
支部名：行方支部

　この4月より船本建築設計に勤務することになりました。以前は、埼玉県朝霞市の設計 
事務所で勤務しており、主に、幼稚園・保育園の設計監理を中心に公共工事の設計監理 
業務などをしておりました。 プライベートでは、体を動かすのが好きで、週末は、夫婦で地
元のソフトボールチーム に所属して練習に試合に参加しております。また、スポーツ少年団
の指導員資格を取得 しており、小学生の子供達に器械体操を教えております。

①建築士会は、諸先輩方とお知り合いになれる機会であり、また、研修会や講習会などで
　知識を得られる場として最善と思い、入会をさせていただきました。　　
②講習会・講演会は積極的に参加したいと思っております。
③落ち着きのある、空間設計をしてきたいと考えております。 皆様のご指導をよろしく
　お願い申し上げます。

　このたび会員となりました薄井と申します。平成28年に入社し、建築に携わる者としてま
だまだ未熟なため、学ばなければならないことばかりですが、様々な行事に参加していき
たいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

①会社の勧めで入会しました。　　
②まだ活動に参加できていませんが、講習会やセミナー、見学会に参加することを
　楽しみにしています。
③建築士会の活動や会員の方 と々の交流を通じて、より多くの知識を身につけて
　いきたいと思います。

　今年の 4 月から入会しました池田と申します。
子供の頃、祖父が大工をしていてその姿を見て興味を抱き建築業界に入りました。
ランニングが好きで休日には行方市の霞ヶ浦大橋をよく走っています。

①講習会に積極的に参加して業務に必要な知識、技能を向上させていきたいと
　思っています。　　
②加したい活動としては、普段見られないような建築物の見学会があれば参加
　したいです。また、交流会にも参加をして同じ業界で働く方 と々の交流も深め
　ればと思っています。
③仕事を通じて得た知識を社会貢献に役立てればと思っています。
  今後ともよろしくお願いします。

Freshman!!Welcome
①入会の目的　　

②建築士会に期待する活動・参加したい活動

③建築士として将来の目標
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　藤﨑建設工業株式会社一級建築士事務

所　代表取締役社長。日本大学生産工学部

土木工学科を昭和60年に卒業後、他の建設

会社で土木・舗装工事の現場監督をしてい

たが、藤﨑建設工業に平成元年戻ってから

建築を勉強し平成4年2月に一級建築士を取

得。当時の青年部長が同級生の兄で、電話

をもらって青年部活動に参加したのがきっ

かけで、青年部長、会計、副支部長を経て平

成28年4月に支部長に就任。

―行方支部長としての抱負
　現在行方支部では約80名の会員が在籍

していますが、毎年会員が減って総会などの

出席者も減っているのが現状です。イベント

として昨年度は見学会を２度行い、本年度も

旅行やイベントで会員が参加しやすい行事

を行っていこうと考えています。

―後輩へメッセージ
　建築士会の大きなメリットとして横のつな

がりによる情報交換であったり、わからない

ことを質問したりと、私も随分と建築士会の

会員の皆様には助けられました。建築士とい

うコミュニティで一緒に成長しよう。

　昭和56年3月、茨城県立土浦工業高校建

築科卒業。同4月、金子工務店に就職。同8

月、新田工務店に就職。大工工事、建築工

事に従事する。昭和60年、2級建築士取得

（新田建築設計事務所開設）。翌年、建築

士会に入会。平成３年、１級建築士取得。

平成10年、新田工務店代表に就任。平成19

年、１級技能士取得（建築大工）。平成22年

8月、株式会社新田工務店設立、代表取締役

に就任。

―稲敷支部長としての抱負
　稲敷支部長として前任の鈴木支部長から

バトンを受けたのが、平成22年、そしてその

翌年平成23年にあの東日本大震災が起きま

した。

　大変な被害のなか、応急危険度判定の要

請や罹災証明の応援要請などでは支部会員

の皆様には御協力をしていただき大変あり

がとうございました。

　現在は約10名前後の役員で活動していま

す。支部会員も年々減少傾向にありますが、

今後はより多くの会員の方々が気軽に参加し

ていただけるような活動をめざして行きたい

と考えています。

―後輩へメッセージ
　この会には、設計事務所、工務店などさま

ざまな分野の方々がおります。活動を通じて

仲間をつくり、信頼関係を築き、楽しく活動

することで今後の自身の知識の発展にもつ

ながってくると思いますので積極的に参加し

ていただけるとよいと思います。

藤﨑 政行　氏（行方支部）
昭和37年生まれ／平成４年入会／会員歴２５年

新田 孝司　氏（稲敷支部）
昭和38年生まれ／昭和61年年入会／会員歴30年

建築士という
コミュニティで
一緒に成長しよう

仲間、信頼、活動、
発展。

けんちく茨城 94号 ｜ 09
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けんちく茨城 94号 ｜ 11



　平成29年３月15日に茨城県開発公社ビル４階会議

室において、「実務者のための設計・監理契約書一

般向け解説講習会」を開催いたしました。

　平成27年６月25日に「建築士法の一部を改正する

法律」が施行されたことで、四会連合協定建築設計・

監理等業務委託契約約款調査研究会では、改正に

対応するため今までの契約書類を改正し、平成27年

３月に発行いたしました。

　一方で約款の解説書については平成21年に第２版

を発行して以来改訂を行なっていませんでしたが、今

回の契約書類の大幅な改正に合わせて改正し、新し

い解説書を平成28年９月に発行しました。

　本講習では、その新しい解説書をテキストとして、

契約の重要性や、契約書類の使用方法、約款の内容

などを学習することを目的としていました。講習会は

ＤＶＤを利用した解説で28名の受講者が集まりまし

た。ＤＶＤ講師陣は各分野で大変ご活躍中の方々で

あり、大学院客員教授をはじめ著名な建築士事務所

の先生方たちばかりで、１部、２部併せて約130分の

講義内容でしたが大変有意義な講習会になったこと

と思います。

　建築士法改正により、契約の重要性が高まってお

り、契約書類の使用方法等をよく理解したうえで使

用する必要があるため、本講習を今後の業務に役立

てていただければと思います。

実務者のための設計・監理契約書
一般向け解説講習会
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活 動
報 告

研 修 委 員 会 委 員 　 斉 藤  保 弘



　2月6日（月）から10日（金）の5日間、茨城県総合福

祉会館１階ギャラリーにおいて会員美術展を開催しま

した。会員美術展も第20回目となりました。今回は、

建築士会員ばかりでなく数多くの来館者の方々を含

め、229名のみなさまにご覧頂きました。誠にありがと

うございました。

　我々、建築士会員が趣味の部分でも日々技術の向

上を目指しながら熱意をもって作成した作品を展示し

ました。

　今回の会場は、前回までの会場より広い会場でし

たので、よりたくさんの作品を集めるために建築士

会のみなさんにお声掛けをして、洋画、日本画、書、

工芸等、写真など24名の方々に総数が約100点に及

ぶ作品を展示しました。バリエーションのある作品の

数々に大変見応えのある展示会になりました。

　今回、私も初めて２点ほど出展しました。今まで展

示会などに出展などしたことがなかった為、初めての

経験でした。

　１点は、以前に描きためていたスケッチの中から選

びました。瀬戸内芸術祭の時に、豊島にある建築家 

西沢立衛氏設計の豊島美術館を観に行った際に、港

での待ち時間の時に描きました。

　もう１点は、今回の展示用に霞ヶ浦の船着場を描

きました。今までスケッチ程度の絵は時々描いていた

ものの、ちゃんとした形にしたことがなかったのです

が、透明水彩を使いながら何とかぎりぎりで仕上げま

した。

　それぞれの額も、初めて購入してきました。額に入

れるとそれなりにカッコが付いたかなと思いました。

　今回展示した建築士会のみなさんの作品から刺

激を頂きながら、出来れば来年も出展できるように

少しずつでも描いていこうと思います。

会員美術展について

けんちく茨城 94号 ｜ 13

活 動
報 告

会 員 委 員 会 委 員 　 青 木  孝 二
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けんちく茨城 94号 ｜ 15



　平成29年2月27日（月）茨城県庁９階講堂にて、茨

城県建築士会主催による「平成28年度一級二級建

築士免許証明書交付式」が開催されました。平成28

年度の茨城県における一級・二級建築士合格者は

187名となり、会場には、92名の合格者が出席し、免

許証明書の交付を受けました。

　式典では、建築士会柴和伸会長による主催者あい

さつにて、合格者への祝いの言葉と共に、「建築士資

格の持つ権限と責任、今後の知識の習得とさらなる

挑戦」を述べられました。

　県土木部都市局建築指導課の小沼建築指導課長

によるあいさつでは、「多様化した時代における建築

士の使命、法令の順守、快適なまちづくりに向けて誇

りを持ち取り組んでほしい」と述べられました。

　免許証明書の交付では、合格者を代表して、塙　

佑哉さん、佐藤鴻士郎さんが柴会長から免許証明書

を受け取りました。

　その後、合格者に向けて、「建築士の役割と責務

及び建築士法」「応急危険度判定士」「建築士免許

等の各種手続き」に関する説明が行われました。こ

れらの説明のあと、横須賀青年委員会委員長による

「建築士および建築士会の活動」と題し、建築士会

の日々の活動、委員会活動、支部活動など建築士会

の活動報告とＰＲを行いました。

　休憩の後に、合格者全員への免許交付が行われ、

新規登録者セミナーが開催されました。

　新規登録者セミナーは、「サロン『若手建築士を囲

んで～資格の上手な活かし方～』」と題し、建築士会

青年女性委員会より企画された、合格者向けのイベン

トです。イベントでは、青年女性委員を合格者の方々

が囲み、建築士になろうと思ったきっかけや、資格を

取ってやりたいこと、などのテーマについてグループ

ワークの形式で話し、建築士会をより身近に感じても

らう機会を設けました。

　13時から始まった式典も16時30分に終了し、28年

度の免許交付式も無事終了しました。当日は、合格者

数名の入会申し込みもあり、活動のＰＲやセミナーへ

の手応えを感じる部分もありました。また、次回に向

けての課題も見つかり、来年度へ生かしていこうと考

えています。

一級・二級建築士免許証明書交付式
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活 動
報 告

青 年 委 員 会 委 員 　 藤 田  康 広



　第65回勝田全国マラソンが、1月29日にひたちなか

市で開催されました。今年もフルマラソンに１万５千

人、10キロに８千人と全国から多くのランナーが集結

し、65回を迎える冬恒例の大規模イベントを盛り上

げました。建築士会からは会員と賛助会員の8名が参

加、支部で揃えたTシャツや襷を身にまとい、沿道か

らの多くの声援を浴びながら完走を目指しました。今

年はフルマラソンに挑戦する会員の方や、わざわざ応

援に駆けつけてくださる会員の方もいて、１月の冷え

込む時期とは思えない熱い時間を過ごすことができ

ました。毎年天気に恵まれることの多い大会ですが、

今年もやや曇りで微風という絶好の天気に恵まれ、

気持ちよく汗を流すことができました。10キロもフル

マラソンも、参加会員は無事に全員完走することがで

きました。レース後には親睦会を開催して、勝田の風

になった時間を思い起こしながら、より一層親睦を深

めることができました。また来年の完走に向けて、そ

れぞれが健康を維持しようと誓いました。

勝田マラソン

けんちく茨城 94号 ｜ 17

活 動
報 告

青 年 委 員 会 委 員 　 藤 田  康 広
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　若手の建築士の会員拡大を目指し、学生に建築士

会を知ってもらい、建築の楽しさ、可能性を伝えるこ

とを目的としたパスタブリッジコンテスト（パスタを切

断加工、ホットボンドで接着し30ｃｍの間に橋を架け

荷重をかけます。その時の耐荷重をブリッジの自重

で割った比強度を競います。）をつくばの中心にある

研究学園駅近くの水戸信用金庫研究学園支店2階コ

ミュニティースペースにて4月23日に開催しました。

　県南、県央を中心に将来建築士を目指す可能性が

高い工業高校、建築系専門学校、大学へ参加を呼び

かけました。工業高校が2チーム、建築系専門学校が

4チーム、大学生が4チーム、社会人が3チームの合計

13チーム（1チーム3～4人）45名が参加。

　競技に入る前に構造のレクチャーを実施しました。　

　その後設計・製作に5時間、昼食もその場でさっと

すませながら、終了時間ぎりぎりまで製作する姿は真

剣そのもの、アーチ型やトラス型その複合型などとて

も個性的で完成度が高いものが出来上がりました。

パスタで橋。
強度を競う、パスタブリッジ。

活 動
報 告

青年委員会



けんちく茨城 94号 ｜ 19

　その後計測にはいりました。用意したおもり（1ｋ

ｇ、100ｇ、200ｇ、300ｇ、500ｇ）を各チーム自ら荷重

をかけていきます。

　とても白熱した状況でした。結果チームデザイン3

年（筑波大学）が優勝しました。

　今回多くの企業、専門学校等に協賛いただき企画

を成功させることができました。今回は昨年に続き第

2回目となりますが、ルールや測定方法、開催時期等

改善するべき所は多々あったと思いますが今後改善

されより良い企画に育っていくことを期待します。昨

年は、県央支部青年女性部で企画され、今回は県の

青年・女性委員会による事業となりました。また、今

年度の企画運営は筑波支部青年委員会が中心となり

実施されました。今後は毎年県内で場所を変え開催

していく予定です。次回の開催は日立を予定していま

す。皆様の廻りいる未来の建築士にご案内をお願い

します。
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けんちく茨城 94号 ｜ 21



　平成29年2月20日（月）にクリナップつくばショー

ルームにて、わくわくセミナーが開催されました。講師

に、お片付け☆てる代表の國生輝枝先生をお招きし

ました。先生は、整理収納アドバイザー１級、２級認

定講師の資格をお持ちです。

　前半は、実際に整理収納アドバイザー２級の講座で

使用されているテキストをもとに、整理収納を行う際

のスキルについてお話ししていただきました。参加者の

方にキーワードを答えてもらいながら、１つ１つ詳しく

説明して下さいました。普段、何気なく片付けをしてい

ますが、今回勉強したことにより、さらに使いやすく片

付けやすい収納とは何かを知ることができました。

　後半は、クリナップのシステムキッチンのどこに何

が収納されているかを見学しました。水（シンク）の回

りには、水を使う時に使うザルやボウルや洗剤類、火

（コンロ）の回りには、火を使う時に使う鍋や調味料

や調理器具が納められ、引き出しをあけると、きれい

にグルーピングされ、ラベルが貼られ、どこに何が置

いてあるかが一目瞭然。無駄のない動きでお料理が

はかどりそうでした。

　キッチンは、狭い場所ですが、食品から、調理用

具、ケースやストック類など、様 な々種類のモノたちが

密集している場所でもあるので、気を付けないとご

ちゃごちゃになってしまいます。動線を考えて収納す

ることで、家事が楽になり、快適な空間になるという

ことを学びました。

「わくわくセミナー」　
整理収納アドバイザーに聞く
システムキッチンの収納！
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活 動
報 告

女 性 委 員 会 土 浦 支 部 　 赤 木  香 菜 子



　2020年に住宅についても省エネ基準適合の義務

化が行われる予定という事なので、断熱材について

勉強するいい機会になりました。

　現況の省エネ法や品確法、認定長期優良住宅、認

定低炭素住宅やローンの金利優遇、補助金、減税な

ど一覧にまとめられた資料は大変分かりやすかった

です。

　また、省エネ基準について、グラスウール断熱材に

ついても説明していただき、勉強になりました。

実際に断熱材を持ってきていただき、手に取って見る

ことが出来たのも良かったです。

　さらにグラスウール断熱材はリサイクル製品であ

り、原料から製品後の再利用まで循環型資源として

環境に優しい製品であることも魅力の一つかなと思

います。

　それぞれの断熱材の長所と短所を理解した上で必

要に応じて選択をしていけたらなと思います。

なお、施工を適切に行うことで必要な断熱性能を確

保することが出来るので、断熱材は施工がとても大

事になってきます。施工についても講習会を行い、資

格を認定するなど技術の普及に努める活動もされて

いるそうです。

今回参加出来て勉強になりました。ありがとうござい

ました。

　以前から興味があった断熱材がテーマということ

で、今回初めてラブアークセミナーに参加しました。省

エネルギー関連法が整備されより厳しくなることで私

たち建築士、また建物を建てるクライアントと共に、建

物の断熱性に高い関心を持っていると思います。

　今回は断熱材の中でも昔から使われている住宅に

よく使われているグラスウールについてのセミナーで

した。グラスウールの断熱材は一般的なものは安価

でそこそこの性能であるという認識でした。リフォー

ム時、隙間等で性能が著しく低下しているのを見たり

聞いたりしていたからです。

　しかし、セミナーに参加して認識が変わりました。

リサイクル性が高く長期安定性があることがわかっ

たからです。ガラス瓶がリサイクルで使われているこ

とは知っていましたが、一度断熱材として利用された

グラスウールが分別回収されまた断熱材として利用さ

れることは知りませんでした。リサイクル率は、適正に

処理できれば80％以上にもなるそうです。また長期

安定性については、確かにガラスで作られた綿なの

だから恒常性があると思います。性能が失われてしま

うのは、施工方法に問題があり、断熱材中に湿気が

入ってしまうからということも分かりました。

　メーカーでは、施工マニュアルを配布したりセミナー

を開いたりして正しく施工できるよう周知活動を行っ

ているそうです。きちんと施工することでリサイクルで

き、次世代の為になる良い建築材料だと思いました。

　分かっているつもりでも、新たな発見があり、セミ

ナーに参加してよかったと思います。これからもセミ

ナーに参加し、より精進していきたいと思います。

ラブアークセミナー
（断熱材について）

■ ひ た ち な か 支 部 　 叶 野 　 文 子

■ 県 央 支 部 　 和 田  歩  

けんちく茨城 94号 ｜ 23

活 動
報 告

女 性 委 員 会



　平成29年4月8日（土）、25名の参加者を得て「有名

建築家による施設見学会」が実施され、ぐずついた

菜種梅雨の合間、何とか天候も一日持っていただき

栃木県宇都宮市周辺を廻って参りました。

【道の駅ましこ】益子町

≪設計≫原田真宏＋原田麻魚

　大空間を生み出す山形の架構は、地場産材を用い

たスギ集成材で異なる位相で起伏する3列の屋根が

並列された建物。架構を受ける台座は、鉄筋コンク

リートで地元の土を塗った土壁となっている。天井が

高く、変化に富み、南北方向に採光を取り入れた大空

間は、とても居心地が良かった。

【作新学院大学】宇都宮市

≪設計≫隈研吾+安藤設計

　キャンパス内は中央にゆったりした庭園を中心に

図書館入口の南から北へ傾斜する霧の噴射装置のあ

る空中庭園からスタートし、栃木県北で採れた芦野

石の大階段を経て二つの築山を横に学生会館の前方

の池を通って周辺の町並みへ連続することにより、周

辺環境へ配慮した設計。栃木県産の材料も使用され

ていて、各所にユニークな造形が見られた。

【大谷資料館】宇都宮市

　大谷資料館の地下採掘場跡1919年から1986年ま

での約70年をかけて、大谷石を掘り出して出来た巨

大地下空間。野球場が一つ入ってしまう大きさであ

り、ひんやりとした静謐な空間は、コンサートや美術

展、演劇場、地下の教会として、また写真や映画のス

タジオとして利用されている。

【宇都宮美術館】宇都宮市

≪設計≫岡田新一設計事務所 

　宇都宮市郊外の「うつのみや文化の森公園」の周

囲約26ｈaの広大な緑地に囲まれた美術館。恵まれ

た環境と、景観を意識した低層建築のため、エントラ

ンス側からしか建物を伺い知ることができない。入口

部分は非常に丁寧なデザインが施され、豊かな自然

と調和のとれた景観は、とても気品のある雰囲気を

演出していた。

【宝積寺駅舎】高根沢町

≪設計≫隈研吾建築都市設計事務所　　

　烏山線の乗換駅である宝積寺駅。かつて米麦輸送

の拠点であり、周囲の倉庫群を含め由緒ある建物を

単に取り壊すことをせず、歴史背景を踏まえる形で生

まれ変わり、小さな駅ながら、古き良き時代の風情を

「有名建築家による
施設見学会 第８段」
に参加して

24  ｜ K ENCH IKU IBA R A K I vol .94

県 央 支 部 県 央 支 部 事 業 委 員 長 　 石 川  啓 司活 動 報 告



　28年度つくば市木造住宅耐震啓発活動の一環とし

て、木造住宅耐震相談会を2回開催しました。

　第1回目を2月19日つくば市庁舎２階において午前10

時から午後3時まで行い15組の相談者に対して、筑波

支部会員（堀江・潮田充・小泉・服部）とつくば市まち

づくり推進部建築指導課より２名にて対応しました。

　相談者は今年も事前予約をしていただき、持参し

た資料等を基に相談アドバイスを行いスムーズに終了

する事が出来ました。

　つくば市の無料木造住宅耐震診断を受けた方が

半数ほどで、相談者はより良い安心住宅の為に耐震

改修等を具体的な内容で望んでいる方が多いように

見受けられました。

　第2回目は、茎崎交流センターにて2月24日午前10

時から午後3時まで行い、16組の相談者に対して、筑

波支部会員（中泉・色川・小林・相澤）とつくば市ま

ちづくり推 進部

建築指導課より2

名にて対応しまし

た。

　耐震診断を受けている方々がほとんどで、補強工事

等の金額や補助金等の制度に質問も出ておりました。

しかし、相談者の方々の住宅は建築より35年以上経

過されており、高齢な事もあり、補強の関心もかなり

強いのですが、設備関係や省エネで現在が暮らしや

すい住宅を求めている感じも伺えた相談会でした。

　住宅改修計画等の相談は、特に構造改修方法、工

事費用など多岐に渡り、最近は工事内容や費用など

より現実的な相談が多いように感じます。今後もつく

ば市と筑波支部会員の皆さまと共に、相談会や耐震

啓発の事業を行い、広く一般の方々に建物により目を

向けていただきたいと思います。

残す。木や大谷石をふんだんに用いることで、かつて

の駅舎が持っていた温かさと軽やかさを再現させた。

駅の階段から天井におびただしい数の合板を幾何学

模様に配置させ、開口部の大きなガラスから差し込む

光が、そのデザイン性をさらに高めていた。

【システムソリューションセンターとちぎ】高根沢町

≪設計≫アーキテクトファイブ

≪構造≫梅沢建築構造研究所

　この建物の構造システムは力学的合理性から鉛直

荷重時の曲げモーメント図を基に成立させている。

ロッド又は、パイプによるトラスのジョイントは、機械

加工したジョイントピースをピンにより接合する方式

となっており、ボルトや現場溶接は、一切使用されて

いない。しかし20年を超え、軒の出がなしメンテナン

ス不足の宿命か、屋外テラス等の傷みが著しいこと

に残念な印象を覚えた。

　『これからの国の省エネ施策と住宅の断熱材の施

工留意点についての勉強会』 を2月8日にマグ・イゾ

ベール株式会社　明野工場 実習棟（モックアップ）

にて行いました。

　これからの住宅省エネ施策などの講義と、断熱材

で一番多く利用されているグラスウール断熱材の施

工留意点など説明いただきました。

　実技と共に、

施工例などを、実

際にグラスウール

を用いて、断熱効

果をサーモグラ

フィーカメラを使いながら、施工の仕方での効果の違

いなどが判り大変勉強になりました。

耐震啓発活動

建築技術勉強会

けんちく茨城 94号 ｜ 25

筑 波 支 部 筑 波 支 部 　 青 木   孝 二活 動 報 告



　行方市内に完成したF様邸の見学会を平成28年7

月30日に15名の会員が参加して行いました。今回のF

様邸は設計がアーネストアーキテクツ株式会社（東京

都港区）で高級住宅を専門としている設計事務所で、

設計を担当した山中さんに今回の住宅について説明

をして頂きました。

　アーネストアーキテクツは東京の設計事務所で、大

型物件を主にデザインにこだわり設計している。5年

前から相談を頂いていたがやっと竣工にいたった。

　1期工事のガレージ棟が約80坪、2期工事の本棟

が約150坪あり、合計で230坪になる。

　当初はガレージ棟が東側にある案であったが、本

棟と庭の関係から西側になった。園お陰でガレージ

棟から本棟に続く列柱と大きな弧を描くデザインでま

とめることが出来た。

　見学時にランドリーシューターは受けが良かった。

また男性より女性の方が、受けが良かったようだっ

た。デザインや内装材、設備等勉強になることがたく

さんありました。

　行方市内に完成したZEB（ネット・ゼロ・エネルギー・

ビルディング）オフィスの見学会を平成29年3月29日に会

員7名が参加し行いました。今回のZEBは環境省の補

助金を頂いている実証実験ビルで、事務所としては茨

城県内初のZEBである等説明していただいた。

　ZEBとはネット・ゼロ・エネルギー・ビルディングの

略称である。2020年までに公共建築物で、2030年ま

でに新築建築物の平均でZEBを実現すると経済産

業省の目標に掲げられている。

　建物で50％以上削減、補助金申請など難しいとこ

ろをなんとか乗り切った。

　ZEBにする為の設備として外付けブラインド、井水

熱利用空調設備、高効率空調、Low-Eペアガラス（サ

ンバランストリプルクール）、照明制御、BEMSなどを

設置した。

　民間建築物でも2030年までにZEB化しないといけ

ないことが分かり、まだ先ではあるが今から準備し

なければいけないと思いました。

地元の新築建築物に学ぶ 〜夏の見学会〜

〜春の見学会〜
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行方支部 行方支部　原　正樹活 動 報 告



　県北ブロック協議会見学会が総勢28名参加の元、

平成29年2月25日開催されました。これまでは、ひた

ちなか地区探訪と題してひたちなか支部管内を巡っ

ておりましたが、8年をかけ一通り行き尽くしてしまい

ました。そこで今回は範囲を広げ、高萩支部のご協力

を得て高萩市から福島県いわき市まで下記の行程を

見学しました。

　大建工業㈱高萩工場→たつご味噌醸造→穂積家

住宅→ららミュー（いわき市）→白水阿弥陀堂→勿来

の関→大津港駅前（旧びすとれ）→二ツ島観光ホテル

（懇親会）

　主なところを紹介しますと、大建工業では、展示

館において各種商品説明を受け、インシュレーション

ボード系の生産工程の工場においては、解体等で発

生した木材を利用した原材液投入から形成、乾燥、

製品梱包までの生産ラインを間近で見学することが

出来ました。穂積家住宅ではボランティア3名によ

る説明をしていただきました。高萩支部参加者は地

元だけあって、顔見知りの方もおられたようで、なお

いっそう説明に熱がこもっておりました。白水阿弥陀

堂では住職の貴重な講和を拝聴する事が出来、歴史

的なことや名前の由来などとても興味深いものでし

た。秋の紅葉はすばらしいことでしょう。その他予定

地を見学し、最後に二ツ島のライトアップを観賞しな

がら大懇親会を開催しました。

　盛りだくさんの一日でしたが、県北ブロック内メン

バーとも一緒に楽しむことが出来、より一層の協力体

制が整ってきたように思います。

最後に、高萩支部はじめ、ご参加くださいました皆様

に感謝申し上げます。

茨城県建築士会県北ブロック協議会見学会
県北地区〜いわき地区探訪

けんちく茨城 94号 ｜ 27

県 北 ブ ロ ッ ク 協 議 会 ひ た ち な か 支 部 長
川 又  晴 彦活 動 報 告
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建築士会では会本部の事業や、各ブロック・支部、青年女性委員会に
おいて活発な事業や交流活動を行っています。
さまざまな自己研鑽や情報交換の場、あるいはリフレッシュのために
会員達が活動の輪を広げています。
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